
 

 

  
【色目】雪の下 ＜表：白 裏：紅梅＞ 

 

 

ネーミングからも想像のつく通り、冬の色目である。まだ

雪をかぶった梅の木も、その白い雪の下には、春を知らせ

る紅の花が出番を待っている、そんな感慨の色合わせだろ

うか。心の中にほのかな華やぎが生まれたような色合いだ。 

梅は「百花の魁（さきがけ）」といわれるように、まだ寒

気漂う中、すべての花に先がけて開花し、春を告げる。そ

ういえば、「春告草」（はるつげぐさ）も、梅の別名だ。 

万葉集には桜よりも梅の歌が断然多く読まれており、昔、

花見といえば梅を愛でることだった。かさねの色目にも、

梅にちなんだものは多い。 

 

さて、私の「かさねの色目の花あそび」は、

近年、新種開発が著しく、色も咲き方も多様化

するガーベラを使った。一輪が、白と紅梅色の

グラデーションカラーのガーベラである。 

紅梅色は、濃いめと薄めの 2タイプ。フルダ

ブルという咲き方だろうか（この辺は私にはよ

く分からないが）、直径６～8cm ほどの見事な

八重咲きだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

← 足元は、れっきとしたお花屋さんの商品

であるパセリリーフ（笑）と、シルバークイ

ーンという名のピットスポラム。 

 

by「高部の花辺」 
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